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担当者から撮影レクチャー  

仙南地域のシンボルである蔵王は、地域にとって、言わば『王様』です。大河原地方振興事務所では、 

蔵王を仙南地域共有の大切な財産とし、地域の皆さまとともに、地域振興を進めていきます。 

 

 令和７年 9月 27日（土）、丸森町にある日本の棚田

百選「大張沢尻棚田」にて、「写真体験会＠大張沢尻棚

田」が開催されました。このイベントは、地元住民団体

「大張沢尻棚田カレンダー製作委員会」が主催、キヤノ

ンマーケティングジャパン株式会社が協力し開催され

たもので、４年ぶり２回目の開催となった今回は、町内

外から 14名が参加して行われました。 

当日は始めに、担当者から撮影レクチャーがあり、そ

の後棚田に移動し、貸し出しされたキヤノン製ミラーレ 

 

 

 

仙南地域における、宮城県各公所の取り組みを紹介します。 

スカメラを使い、各参加者が思い思いの写真を撮影し

ました。彼岸花が満開に咲き誇る快晴に恵まれ、参加

者の皆さんは、「写真」を通じ棚田の魅力を感じる一

日となった様子でした。 

             【地方振興事務所 農業農村整備部】 

 

 

各参加者が撮影する様子 

The･KING ～ 今号の注目記事 ～
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せ
ん
な
ん
マ
ル
シ
ェ
㏌
大
河
原
合
庁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
開
催
し
ま
し
た
！ 

 

 

対象の麺料理の一例 

（惣菜店ごっつぉうさん） 

 

■
開
催
期
間
：
令
和
７
年
１０
月
１５
日
（
水
）

か
ら
１２
月
３１
日
（
水
）
ま
で 

■
対
象
店
舗
：
仙
南
地
域
の
日
帰
り
温
泉
施

設
及
び
飲
食
店
５５
箇
所 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 
 

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
で
は
、
日
帰
り

温
泉
と
仙
南
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
麺
料

理
を
提
供
す
る
飲
食
店
を
巡
る
ビ
ン
ゴ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

対
象
の
温
泉
施
設
や
飲
食
店
を
利
用
し
、

ス
タ
ン
プ
や
シ
ー
ル
を
集
め
て
ビ
ン
ゴ
を

作
る
と
、
ビ
ン
ゴ
達
成
数
な
ど
に
応
じ
て
、

温
泉
宿
泊
券
や
仙
南
地
域
の
特
産
品
、
大
河

原
町
で
誕
生
し
た
新
型
こ
け
し
「
に
ゃ
ん
こ

け
し
」
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
等
の
豪
華
賞
品
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。 

仙
南
地
域
の
温
泉
や
麺
料
理
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ぜ
ひ
ビ
ン
ゴ
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加
店
な
ど
、
詳
し
く

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

当
日
は
１０
店
舗
が
出
店
し
、
な
し
、
野

菜
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
、
は
ち
み
つ
、
卵
、

お
菓
子
な
ど
、
仙
南
の
味
覚
が
並
び
ま
し

た
。
ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
２
台
に
よ
る

ピ
ザ
や
ド
リ
ン
ク
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し

た
。 さ

ら
に
、
育
樹
祭
記
念
行
事
と
し
て
木

製
カ
プ
セ
ル
ト
イ
に
よ
る
お
楽
し
み
抽
選

会
や
、
燃
料
電
池
自
動
車
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
の

展
示
・
給
電
実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

職
員
や
地
域
の
方
々
に
多
数
ご
来
場
い

た
だ
き
、
大
変
賑
わ
っ
た
一
日
に
な
り
ま

し
た
。 

第
２
回
目
は
、
１２
月
１７
日(

水)

に
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

温
泉
と
麺
グ
ル
メ
を
満
喫
に
ゃ
ん
！ 

仙
南
ぐ
る
っ
と
ビ
ン
ゴ
ラ
リ
ー 

観
光
・
文
化

１０
月
１
日(

水)

、
大
河
原
合
同
庁
舎

１
階
入
口
・
駐
車
場
に
て
、「
せ
ん
な
ん

マ
ル
シ
ェ
㏌
大
河
原
合
庁
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
河
原
地
方
振
興

事
務
所
内
の
各
部
が
協
力
し
て
実
施
す

る
所
内
連
携
事
業
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

所
管
分
野
の
特
色
を
生
か
し
、
仙
南
地

域
の
生
産
者
や
事
業
者
の
販
売
機
会
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
作
り
手
の
こ
だ

わ
り
や
思
い
を
発
信
し
、
「
み
や
ぎ
蔵

王
」
の
食
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

ウェブサイト 

出展者（一部） 

会場の様子 チラシ 

Google マイマップ 
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通
じ
て
、
施
設
を
効
果
的
に
案
内
す
る
方

法
を
学
び
ま
し
た
。 

次
回
は
、
１１
月
２７
日
（
木
）
に
白
石

市
内
の
会
場
で
「
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を

テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

 

                             

  

      

 

 

 

                    

 

     
 
 

                       

                
 

   

  

 
 

     

 

 

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て 

仙
南
地
域
観
光
人
材
育
成
講
座
を
開
催
！ 

み
や
ぎ
仙
南
地
域
２
市
７
町
の
知
名
度

向
上
と
地
域
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
、

本
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
「
み
や
ぎ
仙

南
」
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
「
み
や

ぎ
仙
南
応
援
大
使
」
を
令
和
６
年
３
月
に
設

置
し
ま
し
た
。 

そ
の
第
１
号
で
あ
る
４
人
組
ガ
ー
ル

ズ
・
ダ
ン
ス
＆
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
「
東
京

女
子
流
」
の
新
井
ひ
と
み
さ
ん
（
大
河
原
町

出
身
）
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
１０
月
２０

日
に
仙
南
地
域
で
広
報
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
日
は
角
田
、
川
崎
の
２
市
町
の
施
設

に
仙
南
地
域
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も

集
合
し
、
来
場
者
の
方
々
に
イ
ベ
ン
ト
情
報

が
掲
載
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
「
み
や
ぎ

仙
南
応
援
大
使
」
の
名
刺
等
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。 

新
井
さ
ん
に
よ
る
広
報
活
動
の
様
子
は
、

当
所
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
、
新
井
さ
ん
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も

紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

蔵の郷土館齋理屋敷を案内する様子② 

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
で
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
域
づ
く
り
と
観
光
に
関
わ
る

人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
幅
広
い
層
を
対

象
に
観
光
振
興
に
係
る
意
識
の
醸
成
や
地

域
資
源
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
作
成

の
ほ
か
、
関
係
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

を
行
う
観
光
人
材
育
成
講
座
を
全
４
回
シ

リ
ー
ズ
で
実
施
し
ま
す
。 

初
回
は
、「
施
設
ガ
イ
ド
」
を
テ
ー
マ
に
、

蔵
の
郷
土
館
齋
理
屋
敷
で
の
ガ
イ
ド
体
験

や
、
参
加
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を 

観
光
・
文
化 「

み
や
ぎ
仙
南
応
援
大
使
」
新
井
ひ
と
み
さ
ん
に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ 

観
光
・
文
化

角田市「道の駅かくだ」における PR 活動 

蔵の郷土館齋理屋敷を案内する様子① 

川崎町「国営みちのく杜の湖畔公園」における PR 活動 
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「
仙
南
地
域
も
の
づ
く
り
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
！ 

令
和
８
年
度
普
通
課
程
（
学
卒
者
訓
練
）入
学
者
募
集 

プログラムエンジニア科 

 

 

高
校
生
に
「
も
の
づ
く
り
産
業
」
の
面
白

さ
や
や
り
が
い
を
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
地
元
の
も
の
づ
く
り
企
業
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
「
仙
南
地
域
も
の
づ

く
り
企
業
説
明
会
」
を
１０
月
３１
日
（
金
）

に
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
仙
南
地
域
の
商
工
業
、
農
業
系

高
校
及
び
普
通
高
校
の
高
校
生
約
４
０
０

人
、
仙
南
地
域
等
の
製
造
業
等
５３
社
が
参

加
し
ま
し
た
。 

企
業
説
明
会
は
、
計
４
ク
ー
ル
の
説
明
時

間
と
フ
リ
ー
タ
イ
ム
が
あ
り
、
高
校
生
は
各 

 

白
石
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
令
和
八

年
度
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募

対
象
者
は
、
主
に
新
規
高
卒
者
や
若
年
求

職
者
で
す
。 

本
校
普
通
課
程
２
科
の
う
ち
、
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
は
、
情
報
通
信
分
野

に
お
け
る
有
線
・
無
線
に
対
応
し
た
技
術

操
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要
な
知
識
・

技
能
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
修
了
生

は
情
報
通
信
関
連
会
社
な
ど
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。 

 

ク
ー
ル
と
フ
リ
ー
タ
イ
ム
の
時
間
で
異

な
る
企
業
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
企
業
が
直
接
、
高
校
生
に
対
し
、

経
営
理
念
や
仕
事
内
容
、
求
め
る
人
材
な

ど
を
説
明
す
る
こ
と
で
、「
も
の
づ
く
り
」

の
魅
力
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
高
校
生
の
も
の
づ

く
り
へ
の
興
味
・
関
心
や
仙
南
地
域
に
所

在
す
る
企
業
の
認
知
度
を
高
め
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
、
企
業
と
高
校
の
連
携
を
深
め

る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仙
南

地
域
の
も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。  

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

  
会場には仙南地域等の製造業者 53 社が集合 

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
で
実
務
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
修
了
生
は

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
会
社
な
ど
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。 

学
校
見
学
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
本
校
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ■
お
問
い
合
わ
せ
先 

白
石
高
等
技
術
専
門
校 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
２
４―

３
５―

１
５
１
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
白
石
高
等
技
術
専
門
校
】 

 

情報通信ネットワーク科 

地元の高校生等にもっと地域の企業を知っても
らうため、企業情報を掲載した「仙南地域ものづ

くり企業紹介ガイドブック」も配布 
 

商
工
業
・ 

雇
用 
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ス
ト
ー
ン
バ
ー
ド
の
制
作
で
は
、
探
鳥

会
の
際
に
子
ど
も
達
が
自
分
で
拾
っ
た

小
石
を
素
材
と
し
、
生
徒
１４
人
が
思
い
思

い
の
鳥
を
描
き
、
可
愛
ら
し
い
作
品
が
で

き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
か
ら
は
「
難
し
か

っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
も
っ
と
作
り
た

い
。
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
子
ど
も
達

が
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
め
る
活
動
と

な
り
ま
し
た
。
１２
月
に
は
野
鳥
観
察
の
た

め
の
餌
台
作
り
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

林
業
振
興
部
】 

ストーンバードの制作 

令
和
９
年
８
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ

る
第
１３
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
以

下
、
全
共
）
に
向
け
て
、
９
月
９
日
に
仙

台
市
で
供
試
牛
３７
頭
の
枝
肉
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

全
共
は
、
全
国
か
ら
和
牛
が
一
同
に
会

し
、
生
体
や
肉
の
良
さ
を
競
う
品
評
会
で
、

時
代
が
求
め
る
和
牛
像
に
合
っ
て
い
る
か

が
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
特
に
、

牛
肉
で
は
「
脂
肪
が
サ
ラ
サ
ラ
し
た
油
の

よ
う
な
質
を
持
つ
か
」
等
が
重
要
で
す
。 

 

ス
ト
ー
ン
バ
ー
ド
を
制
作
し
ま
し
た
！ 

～
愛
鳥
モ
デ
ル
推
進
校
の
取
組
～ 

野
鳥
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

る
た
め
に
、
県
で
は
愛
鳥
モ
デ
ル
推
進
校

を
設
定
し
て
お
り
、
推
進
校
で
は
様
々
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度

か
ら
指
定
さ
れ
た
川
崎
町
立
富
岡
小
学
校

で
は
、
今
年
度
の
活
動
と
し
て
６
月
３
日

に
碁
石
川
の
河
原
で
鳥
を
探
す
「
探
鳥
会
」

を
、
６
月
１２
日
に
小
石
を
鳥
の
形
に
見
立

て
て
絵
を
描
く
「
ス
ト
ー
ン
バ
ー
ド
」
の

制
作
を
行
い
ま
し
た
。 

肥
育
期
間
が
従
来
よ
り
約
６
か
月
間
も
短
縮
！ 

牛
枝
肉
の
調
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

ま
た
、
県
の
出
荷
は
平
均
で
生
後
３０
か
月

齢
で
す
が
、
全
共
に
出
品
で
き
る
の
は
生
後

２４
か
月
齢
未
満
の
牛
で
す
。
６
か
月
間
の
飼

養
を
短
く
し
な
が
ら
牛
を
肥
育
す
る
こ
と
は

大
変
難
し
く
、
挑
戦
す
る
農
業
者
の
飼
養
管

理
技
術
が
光
り
ま
す
。 

 

２
年
後
の
本
番
で
上
位
入
賞
し
、
県
の
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
「
仙
台
牛
」
を
全
国
に
披
露

す
べ
く
、
県
全
体
で
１６
農
場
、
う
ち
管
内
か

ら
４
農
場
が
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
振
興
部
】 

供試牛の生体写真 

 

 

可愛らしいストーンバードが出来ました 

供試牛の枝肉写真 

農
林
畜
産
業 
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令
和
７
年
度
宮
城
県
総
合
畜
産
共
進
会 

（
肉
用
牛
の
部
、
乳
用
牛
の
部
）
開
催 

 

 

                             

                          

 

  

                             

                               

   

美
里
町
の
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
で
、
令

和
７
年
度
宮
城
県
総
合
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
５
日
、
６
日
の
肉
用
牛
の
部
に
は
、

仙
南
地
域
か
ら
１０
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
区
若
雌
の
１
の
部
で
、
角
田
市
の
合
資

会
社
ば
ば
農
場
さ
ん
の
「
あ
ん
な
」
号
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
日
、
県
の
種

雄
牛
で
あ
る
「
孝
糸
波
」
号
を
生
産
し
た
功

績
に
よ
り
、
丸
森
町
の
菅
原
公
孝
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
２４
日
の
乳
用
牛
の
部
に
は
１２
頭
が

出
品
さ
れ
、
大
会
の
最
高
賞
で
あ
る
名
誉

賞
・
県
知
事
賞
に
丸
森
町
の
有
限
会
社
半
澤 

 

農
林
畜
産
業 

表彰された菅原公孝さん 

みやぎ仙南の郷土料理である「お

くずかけ」のレシピや仙南地域でお

くずかけを提供している店舗を紹介

します。 

 

肉用牛の部「あんな」号 

仙南地域で愛されている「まちのお菓子屋さん」 

やカフェ 60店舗を御紹介しています。「せんにゃん」 

と一緒に、スイーツ巡りをしてみてはいかがでしょ 

うか。 

牧
場
さ
ん
の
「
ブ
ラ
メ
リ
ア 

Ｈ
Ｌ 
ド
ロ
シ
グ

レ
イ
」
号
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

仙
南
地
域
で
は
、
乳
用
牛
の
部
に
お
い
て
４

年
連
続
で
団
体
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
１０
月

に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
第
１６
回
全
日
本
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
へ
出
品
す
る
県
代
表
牛

に
、
２
頭
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

畜
産
振
興
部
】 

 

 
みやぎ蔵王山麓に所在する白石市小原温

泉・鎌先温泉・白石湯沢温泉、蔵王町遠刈田

温泉及び川崎町青根温泉・峩々温泉の各温泉

地が連携し、「みやぎ蔵王温泉郷」として一体

的な情報発信や誘客の取組を行っています。 

せんなんスイーツ 

ＰＲキャラクター 

「せんにゃん」 

大河原地方振興事務所公式 X・Instagram「いいっちゃね、み

やぎ仙南！」では、宮城県南地域グルメやイベントなど様々な

情報を積極的に発信しています。 

 

X Instagram 

観光・イベントに関するお知らせ 

「みやぎ蔵王三十六景」とは、みやぎ蔵

王を背景としたすばらしいスポットです。

仙南地域の新しい観光資源として、地域振

興を進めていくために、仙南２市７町の各

地から選定しました。 

乳用牛の部 

「ブラメリア ＨＬ ドロシグレイ」号 
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参
加
者
の
中
に
は
、「
近
隣
の
低
山
か
ら

標
高
の
高
い
山
へ
」
な
ど
、
こ
の
事
業
が

新
た
な
挑
戦
と
な
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
南
屏
風
や
不
忘
岳
へ

と
距
離
を
延
ば
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
講
師
の
皆
さ
ん
か
ら
登
山
道
具
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
広
げ
た
い
と

思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
実
り
あ

る
時
間
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

【
蔵
王
自
然
の
家
】 

健
康
・
福
祉 

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
知
ろ
う
、
考
え
よ
う 

 
 

 
 

 
 

１２
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー 

３
回
シ
リ
ー
ズ
の
「
蔵
王
に
登
ろ
う
！
山

ガ
ー
ル
教
室
」
２
回
目
は
、
初
心
者
向
け
コ

ー
ス
と
経
験
者
向
け
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
南

蔵
王
縦
走
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
初
心
者

向
け
コ
ー
ス
は
、
刈
田
峠
登
山
口
か
ら
杉
ヶ

峰
を
越
え
て
芝
草
平
へ
向
か
い
、
経
験
者
向

け
コ
ー
ス
は
、
そ
の
先
の
屏
風
岳
ま
で
足
を

延
ば
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
秋
の

気
配
が
漂
う
南
蔵
王
の
自
然
を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

南蔵王縦走コースを歩く参加者 

 

 

 

ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
県
内
各
保
健

所
・
支
所
で
性
感
染
症
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・

ク
ラ
ミ
ジ
ア
）
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
（
事

前
予
約
制
・
匿
名
可
・
原
則
無
料
）。
仙
南

保
健
所
は
、
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
午
前

中
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
希
望
の
場

合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ■
お
問
い
合
わ
せ
先  

仙
南
保
健
所 

疾
病
対
策
班  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
２
４-

５
３-

３
１
２
１ 

    

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対

す
る
差
別
・
偏
見
の
解
消
を
目
的
に
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
制
定
し
た
も
の
で
、
世

界
各
国
で
エ
イ
ズ
に
関
す
る
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

宮
城
県
で
は
、
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
の
匿
名
郵
送
検
査
を
令
和

７
年
１２
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
２
月
１０
日
ま
で
の
期
間
限
定
、
先
着
４０
件
限
定
で
実
施
し

ま
す
。
最
新
情
報
、
申
し
込
み
方
法
は
、
記
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。 

参加者の様子 

【
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所
（
仙
南
保
健
所
）】 

ＨＩＶ・梅毒の匿名 

郵送検査ページ 

子
育
て
・ 

教
育

令和７年度世界エイズデー ポスター 

第
２
回 

蔵
王
に
登
ろ
う
！
山
ガ
ー
ル
教
室 
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【編集後記】 

今号では、「みやぎ仙南応援大使」の取組や、１０

月から新たにスタートした、温泉と麺料理店を巡る

ビンゴラリー等についてご紹介しました。特にビン

ゴラリーは、週末のおでかけにおすすめの周遊企画

となっております。ぜひ、仙南地域の温泉や食をお

楽しみください。 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

読者の皆様からのご意見、ご要望をお待ちしています。 

下記までお気軽にお寄せください。 

 

宮城県大河原地方振興事務所 地方振興部 

〒989-1243 柴田郡大河原町字南 129-1 

TEL：0224－53－3182（直通） 

FAX：0224－53－3076 

E-mail：oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp 

ＨＰ：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/ 

 

                                  

 

めざせ！蔵王マイスター

今年度の「めざせ！蔵王マイスター」は第１～第３回の全てにおいて、

テーマ「蔵王の魅力再発見」を掲げて開催しました。 

第３回は、北原尾（北原尾から望む蔵王連峰と七日原扇状地の景観を望

む）～蔵王熊野岳まで辿るコースを予定していましたが、天候不良により、

コースを北原尾、南蔵王野営場、賽の磧入口遊歩道散策、御釜見学に変更

しました。参加者の皆さんからは、コースを変更したにもかかわらず、北

原尾から蔵王連峰や七日原扇状地の南蔵王の景観が見られたこと、峩々温

泉付近でグリーンタフを見学できたことなど、これまで訪れたことのない

場所で新しい発見ができたと喜んでいただきました。  【蔵王自然の家】 

次号は３月中旬の発行予定です 

ＴＯＰＩＣＳ 

―北原尾～蔵王熊野岳まで辿る満喫コースー

参加者の集合写真 

北原尾から望む蔵王連峰 

mailto:oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/

